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【原著論文】

保育カンファレンスにおける保育記録の活用のあり方

島　田　知　和1　　阿　南　寿美子2　　田　中　　　洋3

A study of the practical use of the photographic records in the childcare conferences
Tomokazu SHIMADA　　Sumiko ANAMI　　Hiroshi TANAKA

【　要　　旨　】
　本研究では、保育者へのインタビューを通して、記録を取ることのどこに困難さを感じているのか
を明らかにし、記録を取ることに対する意識がどのように変容するのかについて検証を行うことを目
的としている。SCATを用いた分析の結果、撮影による記録に意義を感じているが、保育を行いなが
ら記録を撮ることによって、子どもと関わりにくくなること、撮影に対する義務感等が生じているこ
とが明らかになった。
　今後の展望として、継続的な撮影記録、保育カンファレンスを実施していくためには、園全体によ
る勤務体制など組織的な整備が求められていることが明らかになった。保育者が負担感や義務感を感
じずに、保育の質の向上に結びつく記録方法、保育カンファレンスのあり方について今後さらに検討
していき、撮影記録を用いた保育カンファレンスを行うことによって保育者等が自らの保育を省察し、
子どもの育ちを支えるための保育計画の改善を図るために、園内における組織の整備のあり方の検討
が求められると言える。

【　キーワード　】
保育カンファレンス　　撮影による保育記録　　SCAT（Steps for Coding and Theorization）

Ⅰ．問題と目的
　2017年に告示された幼稚園教育要領や保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領で
は、幼児教育を行う施設が共有すべき事項として、「育みたい資質・能力」及び「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」が示された。保育者には子どもが遊びを通してこれらの力を身につけることが
出来るように保育を展開することが求められている。また、保育所保育指針第１章総則３保育の計画
及び評価には「保育士等は、保育の計画や保育の記録を通して～（中略）～その専門性の向上や保育
実践の改善に努めなければならない」こと、また「自らの保育実践の振り返りや職員相互の話し合い
等を通じて、専門性の向上及び保育の質の向上のための課題を明確にする」ことが示されており、日々
の保育実践を振り返ることによって、保育内容を評価し、評価を踏まえた計画の改善を行うことが必
要である。さらに，保育所等における保育の質の確保・向上に関する検討会（第７回）では、保育所
における自己評価ガイドライン【改定案】（試案）（2019）の中で、「保育内容等の評価に際して、様々
な経験や専門性を有する人々とともに保育を振り返り、意見を交わすことによって、保育の改善・充
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実に向けた気づきや発想につながる新たな視点と知識・情報を得ることができる」と述べられている。
このように保育の評価を行うことを通して、保育の質の向上を検討する中で、保育者の記録をもとに
した保育カンファレンスの有用性が注目されている。香曾我部（2014）は、保育カンファレンスで重
要なのはその方法や効果ではなく、保育者同士が話し合う場を作り、最終的に「保育者自身の知の再
構築」を目指すものでなければならないと述べているが、現場の保育者からは日々の保育を行う中で
振り返りの時間を持つことの難しさや負担感、保育カンファレンスへの疑問などを耳にすることがあ
る。また、保育カンファレンスに関する先行研究は多くみられるが、当事者となる保育者がカンファ
レンスに用いる記録を作成する困難さに目を向け、個別に捉えている研究は少ない。そのうちの一つ
として吉村（2012）は、「エピソード記述」において背景が「書けない」と困惑する保育者に対して、
語りという手段が一つの方法であることを示している。そこで本研究では、「書く」ことに対して苦
手意識を持っている保育者でも、写真を撮ることだけであれば負担感が少ないのではないかと考え、
保育者に保育の中で気になった場面を写真として記録してもらうこととし、場面を記録した背景につ
いてインタビューを行い、記録を撮ることのどこに困難さを感じているのかを明らかにすることを目
的とする。なお、インタビューにより得られた言語記録のデータ分析にあたっては、KJ法やM-GTA
など様々な方法があるが、比較的小規模の質的データ分析にも有効であるSCAT（大谷,2007,2011）
を用いることとした。そして保育カンファレンスを行うことによって、記録を撮ることに対する意識
がどのように変容するのか検証を行う。

Ⅱ．方法
１．保育カンファレンスの概要
　実施日：第１回目　2019年12月６日　　第２回目　2020年１月10日
　実施時間：午睡時間を利用した13時30分から14時頃までのおよそ30分間
　調査協力園：大分市内A保育園
　保育カンファレンス参加者：園長及び保育者２名（３歳児クラス担任）、研究者３名（１月10日は

２名のみ参加）
　
　筆者らは2018年10月より月２～３回程度の保育観察を行い、保育者及び子どもとのラポールを形成
した。その後、保育者へ記録の意図、撮影記録の観点等を説明する機会を設け、写真撮影を依頼した。
保育者が撮影した数枚の写真に対して、「なぜこの写真を撮影したのか」、「写真に関する子どもたち
のエピソード」等を文章などの記録を用いず、写真のみによる記録をもとに口頭による説明を依頼し、
説明の内容から保育カンファレンスを行った。
　保育カンファレンスでは写真を撮影した保育者に対して、「記録を撮ることの難しさ」や「記録を
撮るよう意識して変わったこと」等について半構造化インタビューを行った。

２．データの分析
　インタビュー後、ICレコーダーに録音したデータから逐語録を作成し、SCAT（Steps for Coding 
and Theorization）（大谷, 2007, 2011）を用いて分析を行った。
　SCATとは、①データの中の着目すべき語句、②それを言いかえるためのデータ外の語句、③それ
を説明するための語句、④そこから浮き上がるテーマ・構成概念の順にコードを考えて付していく4
ステップのコーディングと、④のテーマ・構成概念を紡いでストーリーラインを記述し、そこから理
論を記述する手続きとからなる分析手法である（大谷，2011）。SCATでは４つのステップを明示化し、
なおかつ段階的に記述することで、分析過程を容易に振り返られることが特徴であり、１つのケース
のデータなどの小規模なものでも分析が可能なため、本研究ではこの手法を用いた。
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　さらに，SCATによる４つのステップによって得られたストーリーラインから理論記述を行い、保
育者が写真撮影による記録を行う上で、どのような負担や困難さを感じ、どのように意識が変容して
いくかについて考察を行った。

Ⅲ．結果及び考察
　SCATによる分析の結果の一部を保育カンファレンスの実施日ごとに表１、表２に示した。それに
基に得られたストーリーラインを用いて理論記述をし、分析・考察を行った。

表１．2019年12月６日のSCATによる分析結果

表２．2020 年１月 10 日の SCAT による分析結果
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表２．2020年１月10日のSCATによる分析結果

１．撮影による記録を始めた時期
　第１回目の12月６日のストーリーラインは以下に示した通りである。

　限られた職員配置の中では、保育中に撮影することは難しい。時間的、体制上のゆとりがある場
合は撮影ができている。撮影を意識することによって、子どもと関わりにくくなる。写真撮影によ
る記録を意識することによって、子どもを見取る視点に影響、変化を感じているが、実際に子ども
と関わりながら写真を撮影することはまだ難しい。また保育者間で撮影記録をもとに情報を共有し
たいが、保育体制上難しさがある。こうした中で記録を撮ることによる保育の質向上への効果、影
響も感じている。以前の写真撮影は「アルバム用」として記録していたが、今回「面白いな」「こ
ういう時はどうしたらいいかな」と考えながら撮影することで、子どもの姿の見取りの変化や、保
育を改善する手立ての一環としての記録の効果、意義を感じている。

１．撮影による記録を始めた時期 
第 1 回目の 12 月６日のストーリーラインは以下に示した通りである。 

限られた職員配置の中では、保育中に撮影することは難しい。時間的、体制上のゆとりがある場合
は撮影ができている。撮影を意識することによって、子どもと関わりにくくなる。写真撮影による記
録を意識することによって、子どもを見取る視点に影響、変化を感じているが、実際に子どもと関わ
りながら写真を撮影することはまだ難しい。また保育者間で撮影記録をもとに情報を共有したいが、
保育体制上難しさがある。こうした中で記録を撮ることによる保育の質向上への効果、影響も感じて
いる。以前の写真撮影は「アルバム用」として記録していたが、今回「面白いな」「こういう時はどう
したらいいかな」と考えながら撮影することで、子どもの姿の見取りの変化や、保育を改善する手立
ての一環としての記録の効果、意義を感じている。 

写真による記録を始めた時期では、子どもと関わりながら撮影をするという「保育と記録の両立」に
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　写真による記録を始めた時期では、子どもと関わりながら撮影をするという「保育と記録の両立」
に難しさを感じていることがわかった。さらに、写真による記録を保育者間で共有していくためには
保育者の職員配置などの保育園全体の体制が影響していることが示唆された。
　また、調査協力園では、以前から写真による記録を行なっており、各クラスにカメラが常備されて
いた。今回、保育カンファレンス実施のために写真による記録を依頼したことによって、これまでは
アルバムのための写真記録から、「面白いな」「こういう時はどうしたらいいかな」など子どもの遊び
を見取る視点を持ち、子どもとの関わりや翌日以降の保育計画を考えるなどの保育に生かしていくた
めのきっかけになっていると言える。写真による記録に難しさを感じてはいるが、記録の効果や意義
を感じていると言える。

２．撮影による記録に対する葛藤
　第２回目の１月10日のストーリーラインは以下に示した通りである。

　写真記録の活用について、遊びの発展への可能性は感じているが、実際に行うことは難しい。写
真記録を用いることによる日常の保育における遊びの発展はまだ難しいが、生活発表会等の行事へ
の発展へはつながった。日頃からカメラを持つことを意識はしているが、保育の忙しさからかカメ
ラを持つことを忘れてしまう。さらにカメラを持つと、写真記録を撮ることへの義務感に近いもの
が生じるのか、子どもと思い切り遊べないなどの影響がある。カメラを持たずに子どもと関わった
際は、写真を撮影する必要がなかったため、子どもと十分に関わることができた。子どもとの時間
も共有でき、楽しそうに遊ぶ子どもの姿を見ることができた。

　写真による記録の可能性や、保育実践への効果を感じているが、「保育と記録」を両立することの
難しさや実践していくことへの葛藤がみられた。こうした難しさを感じる中で、保育者は写真記録を
参考にした遊びの発展や環境構成等の充実について検討しており、写真記録から得られた子どもの姿
を生活発表会などの行事へつなげるよう活用していることがわかった。
　また、カメラを持つことによって「写真記録による義務感」を感じるようになり、子どもたちとの
関わりに影響を及ぼしていることがわかった。

Ⅳ．総合考察
　本研究では、保育者へのインタビューを通して、記録を撮ることのどこに困難さを感じているのか
を明らかにし、保育カンファレンスを行うことによって、記録を撮ることに対する意識がどのように
変容するのかについて検証を行なった。その結果、初期の段階では「記録を撮る」ことが、アルバム
などの記念に残すためのものから、子どもの姿を意識した記録に変化していることが分かった。その
反面、保育を行いながら記録を撮ることによって子どもと関わりにくくなること、撮影に対する義務
感等が生じることに困難を感じていることが明らかになった。「記録を撮る」ことと子どもと深く関
わりながら遊ぶことのバランスに困難さを感じており、そのことが義務感の高まりに影響を及ぼして
いるように思われる。また、撮影記録の意義や保育の質の向上への効果について説明した上で撮影を
依頼することによって、子どもの遊びを見て「面白いな」と感じる視点や「こういう時はどうしたら
いいかな」と次の保育を検討する視点などのように、撮影記録に対する意識や子どもの遊びに対する
見取りが変容していることも明らかになった。実践においては、保育者の役割として子どもと関わり、
子どもが安心して安全に園生活を送ることができるよう援助していくことが求められる。こうした役
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割に加えて、保育の質の向上が求められる今日において、保育記録を用いた実践に対する評価、園全
体による組織的な保育カンファレンスによる評価の有用性が注目されている。
　今回の結果と考察を踏まえ今後を見通すと、保育者は撮影記録による保育の質の向上への期待や効
果を感じているものの、今後ともこの取り組みを継続して実施していくためには、園全体による勤務
体制の整備が求められていることが明らかになった。保育者が負担感や義務感を感じずに、保育の質
の向上させていくためには，記録方法、保育カンファレンスのあり方について，さらに検討していく
ことが必要だろう。また、記録を用いた保育カンファレンスを行うことによって保育者が自らの保育
を省察し、評価できるようにするためには、園内における組織の整備のさらなる検討が求められると
言える。
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